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論文内容の要旨 

 
 本研究は、ナレッジワーカーのコミュニケーション量に着目して、知識創造組織に属するナレ

ッジワーカーの行動改善に空間のレイアウトと仕事の断片化が与える影響を考察している。  
 申請論文は５章から構成されている。以下に概要を示す。 
 第１章では、研究の背景、研究課題、研究目的を記述している。ナレッジワークとコミュニケ

ーションに関連する広範な分野の既往研究調査を実施し、ナレッジワーク行動とワークプレイス

コミュニケーションを総合的な視点から考察している。 
 第２章では、ナレッジワーカーが、ナレッジワーク行動の改善とコミュニケーション量の関係

をどのように認識しているかを考察している。ナレッジワーカーの認識調査では、知識創造行動

を遂行する際にコミュニケーション量が増加することを確認した。さらに、多くのコミュニケー

ションを取ることが、仕事への態度の改善につながること、コミュニケーションネットワークに

おける良好な関係構築や、モチベーションの向上、組織文化の改善に役立つと認識していること

を確認している。 
 第３章では、ナレッジワークのための空間の特徴を分析することで、コミュニケーションが活

発なワークプレイス環境の特徴を探索している。その結果として、SECI コミュニケーションの

ための物理的環境の空間形状の評価において、以下の３つの要因を発見し、その重要性を確認し

ている。 
１）視認性要因：開かれ感（囲われ感）の程度、他のナレッジワーカーの視認性 
２）近づき易さ要因：動線の通り具合 
３）近接性要因：作業空間の近接性 
 第４章では、仕事の断片化を生じさせるコミュニケーションの特徴を分析し、仕事が活発な状

態を維持および強化するためにナレッジワーカーが行っているコントロール方法や解決方法を整

理している。 
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 第５章では研究全体の総括を行っている。実施した調査における主要な結果をリスト化し、最

後に、本研究の課題と今後の展望を述べ、本論文の結びとしている。 
 

論文審査の結果の要旨 

 

 知識創造社会の進展に伴い、多くの組織でナレッジワーク行動の改善が重要な課題になってい

る。本研究は、ナレッジワーク行動の改善に資する知見を得るために、ナレッジワークのコミュ

ニケーションに着目して、以下の４つの点を明らかにしている。 
１）ナレッジワーク型組織のコミュニケーション量のおおよその現状 
２）コミュニケーション量とナレッジワーク行動の関係に関するナレッジワーカーの認識 
３）ナレッジワークにおけるコミュニケーション行動とオフィス空間の関係  
４）仕事の断片化につながるコミュニケーションによる仕事の中断の原因と効果およびコントロ

ール方法 
 本研究は、コミュニケーション量が、ナレッジワーク活動を活発にするという、好影響を与え

る側面と仕事の断片化という悪影響を与える側面の両方の分析を行い、双方の視点から、ナレッ

ジワーク行動を改善するための新たな知見を見出している。 
 また、近年、ワークプレイスにおけるコミュニケーションの研究が盛んであるが、ナレッジワ

ークを対象としたものは少ない。ナレッジワークの定義付けが難しいことがその原因の一つであ

るが、本論文は、ナレッジワーク行動を分析するに際して、［野中、竹内：1995］が開発した知

識創造の SECI モデルを取り入れることで曖昧性の軽減に成功し、また、スペースシンタックス

を用いた分析手法を用いることで、ナレッジワークと空間の関係に関する新たな知見を得ること

に成功している。まだ明確な関係を見出すところまではたどり着いていないが、コミュニケーシ

ョン空間の形状評価において新たな３つの視点（視認性、近づき易さ、近接性）を見出したこと

で、ナレッジワークと空間の関係に関する研究に新たな方向を拓いており、高く評価できる。 
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